
地
方
霊
山
に
お
け
る
行
者
道
踏
査
の
可
能
性

―
中
世
の
丹
沢
と
大
山
寺
修
験
―

元
海
老
名
高
校

・
日
本
山
岳
修
験
学
会
　
　
城
　
　
川
　
　
隆
　
　
生

一
　
は
じ
め
に

か
つ
て
、
日
本
列
島
の
各
地
に
山
岳
宗
教
者
の
拠
点
が
あ
り
、
そ
の
活
動
が

あ

っ
た
。
山
岳
宗
教
者
は
、
山
頂
か
ら
山
麓
に
至
る
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

地
形
を
神
仏
の
顕
現
す
る
聖
域
ま
た
は
行
場
と
し
て
認
識
し
、
修
行
を
通
し
て

獲
得
し
た
験
力
を
里
人
の
た
め
に
行
使
す
る
と

い
う
宗
教
活
動
を
行

っ
て
い

た
。
彼
ら
が
実
践
し
て
い
た
諸
儀
礼
は
、
中
世
期
に
次
第
に
体
系
化
さ
れ
る
と

と
も
に
宗
教
者

の
組
織
化
も
は
じ
ま
り
、
「修
験
道
」

へ
と
発
展
し
た
。
山
岳

宗
教
者
の
儀
礼
は
、
入
峰
修
行
を
は
じ
め
様
々
な
加
持
祈
祷
、
符
呪

（ま
じ
な

い
）
、
巫
術

（
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、

入
峰
修
行
は
修
験
者
に
と

っ
て
の
宗
教
的
な
パ
ワ
ー

（聖
性
）
の
源
で
あ
り
、

俗
的
世
界
に
お
い
て
経
済
行
為
で
も
あ
る
宗
教
活
動
を
展
開
す
る
た
め
に
も
欠

か
す
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。

峰
中
の
儀
礼
は
マ
ン
ダ
ラ
世
界
に
見
た
て
た
山
中
の
各
行
所
で
行
わ
れ
る
祈

祷

・
修
行
の
体
系
で
あ
り
、
各
行
所
を
結
ぶ
ル
ー
ト
や
移
動
そ
の
も
の
に
も
儀

礼
的
な
意
味
が
あ

っ
た
。
従

っ
て
、
行
者
道
の
踏
査
は
、
宗
教
者
が
持

っ
て
い

た
空
間
認
識

（山
岳

マ
ン
ダ
ラ
観
、
開
山
上
人
の
修
行
の
追
体
験
な
ど
）
の
解

明
を
目
指
す
こ
と
で
も
あ
る
。

ま
た
、
里
人
に
と

っ
て
の

「
雨
乞

い
の
滝
」
「
登
拝
の
峰
」
「村
の
社
」
は
、

「
山
」
の
視
点

（山
岳
宗
教
研
究
の
視
点
）
か
ら
見
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
が

「滝
行

の
滝
」
「行
所
の
峰
」
「神
体
山
遥
拝
の
宮
」
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
行
者
道
と
宗

教
者
の
空
間
認
識
の
解
明
は
、
里
人
の
信
仰
を
理
解
す
る
た
め
に
新
た
な
視
点

を
提
供
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
尾
根
筋
を
基
本
と
す
る
行
者

道
は
古
代

。
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
歴
史
を
持

っ
て
い
る
。
近
代
化
の
波
に
飲
ま

れ
そ
の
姿
を
変
え

つ
つ
あ
る

「山
」
に
も
歴
史
的
古
道
が
存
在
す
る
こ
と
を
有

意
義
な
知
見
と
し
て
現
代
社
会
に
提
供
で
き
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

筆
者
は
、
丹
沢
の
行
者
道
を
以
下
の
五
つ
の
観
点
に
整
理
し
て
踏
査

・
考
察

を
行

っ
て
き
た
。

①
古
代
山
林
修
行
の
行
者
道

②
中
世
大
山
寺
修
験

（大
山
修
験
）
の
行
者
道

③
近
世
八
菅
修
験
の
行
者
道

④
近
世
日
向
修
験
の
行
者
道

⑤
近
世
木
食
僧
の
行
者
道

（日
向
　
浄
発
願
寺
　
弾
誓
派
）

先
行
研
究
を
紹
介
す
る
と
、
③
八
菅
修
験
に
つ
い
て
は
、　
一
九
七
〇
年
代
半

の
慶
應
義
塾
大
学
宮
家
研
究
室
チ
ー
ム
に
よ
る
研
究

・
踏
査
が
あ
り
、
そ
れ
は

『修
験
集
落
　
八
菅
山
』

（愛
川
町
　
一
九
七
八
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
④
日
向
修
験
に
つ
い
て
は
、　
一
九
六
三
年
に

『峯
中
記
略
拍
』
が
発
見
さ

れ
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
た
地
方
史
家

（日
向
修
験
大
泉
坊
末
裔
）
小
沢
幹
氏
の

調
査
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
参
考
に
、
ま
た
日
向
修
験
に
つ
い
て
は

新
た
に
筆
者
が
比
定
し
た
行
所
を
加
え
作
成
し
た
の
が

【図

一
】
で
あ
る
。
①

古
代
山
林
修
行
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
発
見
さ
れ
た
鐘
ヶ
嶽
廃
寺
が
注

目
に
値
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
近
年
、
平
野
部
の
古
代
官
寺

（東
大
寺
、
国
分
寺

な
ど
）
と
山
林
修
行

エ
リ
ア

・
山
寺

・
山
房
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

出
土
瓦
か
ら

「官
」
の
性
格
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
山
寺
も
本
格
的
な
調

査
が
待
た
れ
る
遺
跡
で
あ
る
。

本
論
に
お
い
て
は
、
①
～
⑤
の
中
で
も
従
来
全
く
不
明
で
あ

っ
た
②
中
世
大
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山
寺
修
験

（大
山
修
験
）
の
修
行
空
間
の
解
明
を
通
し
て
、
「
丹
沢
」
と
い
う

地
方
霊
山
に
お
け
る
行
者
道
踏
査
の
可
能
性
を
考
察
し
て
み
た
い
。
（
※
「
丹

沢
」
は
山
地
全
域
を
指
す
歴
史
地
名
で
は
な
い
が
、
便
宜
上
、
本
論
で
は
使
用

す
る
。
）

二
　
宗
教
者
の
空
間
認
識

古
代
の
山
林
修
行
者
が
個
人
で
行

っ
て
い
た
科
散

・
籠
山
修
行
や
山
岳
寺
院

の
行
道

。
供
華
修
行
が
、
集
団
で
行
う

「峰
入
り
」

（入
峰
）
儀
礼

へ
と
発
展

し
た
の
は
、
平
安
時
代
中
期
～
院
政
期
の
熊
野

。
大
峰
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
峰
入
り
儀
礼
成
立
期
の
修
行

エ
リ
ア
に
対
す
る
宗
教
者
の
空
間
認
識

を
示
す
重
要
な
テ
ク
ス
ト
が
、
大
峰

（吉
野
～
熊
野
）
・
葛
城

（金
剛
山
地
～

和
泉
山
脈
）
・
笠
置
山

（笠
置
山
～
長
谷
）
の

『諸
山
縁
起
』
（内
題
は

『大
峰

縁
起
　
葛
城
縁
起

　

一
代
峯
縁
起
』
）
で
あ
る
。
『諸
山
縁
起
』
が
編
集
さ
れ
た

の
は
中
世
前
期
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
平
安
期
か
ら
修
行
者
に
伝
え
ら
れ
て
き

た

「山
岳

マ
ン
ダ
ラ
観
」
が
具
体
的
に
表
象
さ
れ
て
い
る
。

『大
峰
縁
起
』
の

一
部
を
引
用
す
る
。

「
‥

（略
）
ｉ
。
峯
、
虚
空
元
邊
超
越
菩
薩
嶺

【前
鬼
裏
行
場
三
重
の
滝
】
、

瀧
三
重
在
、
上
如
法
経
二
部
御
座
、
行
者
御
経
也
。
峯
、
憤
怒
持
金
剛
菩
薩

嶺
、
瀧
之
上
千
手
観
音
三
寸
然
御
座
、
国
王
御
本
尊
也
、
使
菊
南
五
度
。
‥

（略
）
…
。
別
大
日
山
在
佛
生
土
石
在
五
天
石
在
、
釈
迦
牟
尼
佛

【深
仙
】
、

神
仙
者
大
日
嶽
名
云

ゝ
、
深
仙
者
尺
迦
嶽
云

ゝ
、
山
崎
聖
人
云
、
此
銀
尺
迦

七
寸
佛
弘
徽
殿
女
御
護
佛
安
置
五
寸
、
深
仙
。
・
・
（略
）
…
。
佛
生
土
石
之

峯
ナ
ル
カ
ケ
ト
云
ゝ
、
測
翻
淵
欄
週
側
皿
∃
囲
調
〓
釈
迦
ヶ
岳
】
、
大
通
智
勝

佛
宿
、
壽
元
聖
人
安
置
給
、
七
度
時
興
福
寺
別
営
法
印
御
佛
也
云
停
。
‥

（略
）
…
」
（※
【
　
】
は
現
在
の
比
定
地
）
（『大
菩
提
山
等
縁
起
』
五
来
重

編

『修
験
道
資
料
集
Ⅱ
』
名
著
出
版
　

一
九
八
四
、
『諸
山
縁
起
』
桜
井
徳

太
郎
他
編

『寺
社
縁
起
』
岩
波
書
店

　
一
九
七
五
）

傍
線
の
地
名
は
胎
蔵
界

マ
ン
ダ
ラ
の
諸
尊
で
あ
り
当
時
の
行
所
名
で
も
あ

る
。
峰
入
り
の
山
伏
た
ち
は
、
大
峰
山
地
に
描
か
れ
た

マ
ン
ダ
ラ
の
図
像
上
の

諸
尊
を
、
あ
た
か
も

「す
ご
ろ
く
」
の
よ
う
に
移
動
し
て
行
く
。

し
か
し
、
そ
の
当
時
の
マ
ン
ダ
ラ
上
の
行
所
名
は
現
在
の
修
験
教
団
に
は
ほ

と
ん
ど
が
伝
わ

っ
て
お
ら
ず
、
す
べ
て
の
場
所
を
特
定
す
る
の
は
難
し
い
が
、

「
両
部
分
け
」
を
境
に
し
た
胎
蔵
界

・
金
剛
界
の
大
ま
か
な
山
岳

マ
ン
ダ
ラ
観

は
今
で
も
確
固
と
し
て
受
け
継
が
れ
峰
入
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
山
岳

マ
ン
ダ
ラ
と
い
う
空
間
認
識
は
、
修
験
者
に
は
広
く
共
有
さ
れ
て

は
い
て
も
、
周
辺
の
里
の
信
仰
と
は
断
絶
し
て
い
る
。
ま
さ
に
山
岳

マ
ン
ダ
ラ

観
は
山
岳
宗
教
者
集
団
独
自
の
空
間
認
識
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
空
間
認
識
は
、
や
が
て
全
国
の
修
験
霊
山
に
受
け
入
れ
ら
れ
、

各
地
の
中
世
前
期
に
さ
か
の
ぼ
る
古
縁
起
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
、
縁

起
の
地
形
表
現
の
分
析
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
も
と
に
モ
デ
ル
化
し
た
の
が

【表

一
】
で
あ
る
。

寺
社
縁
起
は
、　
一
般
に
寺
社
の
霊
験
を
対
外
的
に
喧
伝
す
る
た
め
の
も
の
と

い
う
と
ら
え
方
を
さ
れ
て
い
る
が
、
修
験
系
寺
社
縁
起
に
は
、
修
行

エ
リ
ア
の

空
間
認
識
を
宗
教
者
の
中
で
共
有
し
伝
承
す
る
た
め
の
テ
ク
ス
ト
を
含
ん
で
い

る
も
の
が
多

い
。
修
験
系
寺
社
縁
起
の
地
形
表
現
に
は
高

い
史
料
的
価
値
が
あ

る
の
で
あ
る
。

三

『大
山
縁
起
』
と
宗
教
者
の
空
間
認
識

丹
沢
山
地
に
お
い
て
は
、
大
山
の
宗
教
的
重
要
性
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
相
模
平
野
で
古
代
か
ら
神
聖
視
さ
れ
て
い
た
山
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
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古
代
山
岳
寺
院
は
大
山
か
ら
伸
び
る
尾
根
筋

。
谷
筋

の
山
腹

・
山
麓
や
前
山

（端
山
）
に
あ

っ
た
。
ま
た
、
そ
の
中
で
も
、
大
山
の
三
つ
の
谷

（大
山
町

・

日
向

・
蓑
毛
）
は
遥
拝

。
登
拝
拠
点
と
し
て
後
世
に
至
る
ま
で
特
別
な
聖
域
で

あ

っ
た
。
そ
し
て
、
近
世
末
ま
で
峰
入
り
修
行
を
続
け
て
い
た
八
菅
修
験

。
日

向
修
験
と
も
に
大
山
を
重
要
な
行
所
と
し
て
い
た
。

そ
の
大
山
を
拠
点
に
、
か
つ
て
活
動
し
て
い
た
の
が

一
山
組
織

「大
山
寺
」

に
所
属
す
る
大
山
寺
修
験

（大
山
修
験
）
で
あ

っ
た
。
中
世
期
の
丹
沢
山
地
最

大
の
修
験
集
団
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
近
世
初
期
に
政
治
的
な
圧

力
を
受
け
て
事
実
上
壊
滅
し
、
多
く
の
山
伏
は
山
麓
の

「御
師
」
に
転
身
し
て

門
前
町

「大
山
町
」
を
形
成
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
江
戸
期
の
大
山
参
り
の
大

流
行
は
彼
ら
御
師
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
た
。

そ
の
大
山
寺

の
縁
起
が

『大
山
縁
起
』
で
あ
る
。
『大
山
縁
起
』
に
は
縁
起

絵
巻
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
仮
名
本
と
、
そ
の
も
と
に
な

っ

た
真
名
本

（漢
文
体
）
が
存
在
す
る
。
仮
名
本
の

一
つ
、
大
津
本
の
奥
書
に
は

享
禄
五

（
一
五
三
二
）
年
と
あ
り
、
室
町
時
代
末
に
始
ま
る
庶
民
の
全
国
的
な

巡
礼

・
参
詣
行
動
の
盛
り
上
が
り
に
対
応
し
た
編
集
に
な

っ
て
い
る
。
江
戸
時

代
の
御
師
が
唱
導
に
活
用
し
た
の
も
こ
の
縁
起
絵
巻
で
あ

っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
真
名
本
は
中
世
前
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
考
え
ら
れ
る
、

行
場
説
明
に
詳
し
い
修
験
的
要
素
の
強
い
縁
起
で
あ
る
。
し
か
し
、
従
来
は
山

岳
宗
教
の
視
点
で
の
研
究
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
修
験
系
縁
起
特
有
の
行
場
表
現

も
、
山
内
の
不
明
な
地
名
と
い
う
認
識
で
扱
わ
れ
て
い
た
。
す
で
に
、
江
戸
時

代
天
保
年
間
の

『新
編
相
模
国
風
上
記
稿
』
に
お
い
て
も
、
「山
中
の
嶽
、
及

び
巌
窟
瀑
布
等

の
名
を
載
す
」
と
し
て
山
内
の

「
二
重
瀧
」
「雷
瀧
」
と
同
列

に
多
く
の
行
場
地
名
を
羅
列
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

ま
ず
、
『大
山
縁
起
』
の
行
者
道
テ
ク
ス
ト
を
引
用
す
る
。

Ａ

「恒
有
神
。
名
石
尊
権
現
。
本
宮

【山
頂
】
東
北
有
岩
窟
。
名
金
色
仙
窟
。

以
金
色
仙
人
優
遊
也
。
五
大
明
王
雨
界
大
日
坐
。
岩
窟
東
有
高
山
。
名
妙
法

嶽

【三
峰
山
】
。
本
願
聖
人
奉
納
如
法
法
華
経

一
部
。
故
云
。　
一
仙
人
常
影

向
現
此
嶽
。
讀
誦
法
華
。
讀
誦
法
華
音
聾
干
今
不
絶
。
時
間
故
云
。
西
下
有

仙
窟
。
諸
仙
之
遊
栖
地
也
。
有
奇
峰
。
名
祖
母
山

【丹
沢
表
尾
根
の
ビ
ー
ク
】。

常
遭
仙
人
。
不
遠
而
有
嵩
。
名
大
日
嶽

【木
ノ
又
大
日
ま
た
は
日
高
】
。
次

有
岩
窟
。
窟
内
雨
部
大
日
坐
。
次
有
聖
天
所
坐
深
洞
。
南
下
有
高
岩
。
名
不

動
窟

【不
動
ノ
峰
の
近
く
】。
次
有
塚
。
名
十
羅
刹
塚

【鬼
ヶ
岩
】
。
仙
人
恒

顕
現
。
次
有
嵩
。
名
鳥
録
嶽

【蛭
ヶ
岳
】
。」

Ｂ

「次
有
嵩
。
名
石
遅
草
嶽
。
有
巌
洞
。
其
高
三
丈
餘
。
岩
戸
前
有
石
壇
。

壇
上
三
本
芥
。
左
右
雙
立
。
正
身
不
動
明
王
坐
。
次
有
瀧
。
名
両
部
瀧
。
阻

山
北
有
瀧
。
瀧
高
七
丈
餘
。
是
篤
金
剛
界
瀧
。
時
々
放
園
光
。
封
胎
蔵
瀧
有

高
岩
。
下
有
仙
窟
。
列
員
之
所
都
也
。
有
振
鈴
之
薄
。
今
聞
。
有
岩
窟
。
亦

有
霊
石
。
表
五
佛
形
。
或
華
厳
般
若
峰
。
或
法
華
方
等
異
岩
。
呈
神
瑞
。
教

岩
標
法
。
如
斯
秘
所
。
萬
々
相
停
。
有
別
説
。
上
人
登
峰
。
斗
藪
三
十
五
日

也
。」

（『大
山
縁
起
』
真
名
本
　
小
島
壊
濃

『神
奈
川
県
語
り
物
資
料
―
相
模
大
山

縁
起
―
共
上
）』
神
奈
川
県
教
育
委
員
会

一
九
七
〇
）

（※
【
　
】
は
現
在
の
比
定
地
）

傍
線
部
の

「遠
か
ら
ず
」
「次
」
「斗
藪
」
（掛
撤
、
中
世
期
に
は
こ
の
漢
字

表
記
も
珍
し
く
な
い
）
と
い
つ
た
表
現
か
ら
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
が
移
動
す
る
修

行
者
の
視
点
で
広
い
山
域
を
説
明
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
、

開
山
上
人
や
行
場
開
拓
者

（大
山
の
場
合
は
良
弁
、
全
国
的
に
多
い
の
は
役
小

角
）
の
修
行
ル
ー
ト
を
追
体
験
し
な
が
ら
峰
入
る
と
意
味
づ
け
る
、
修
験
系
寺

社
縁
起
の
典
型
的
な
叙
述
方
法
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
テ
ク
ス
ト
を
も
と
に
、
料
敬
ル
ー
ト
の
基
本
で
あ
る
、
も
っ
と
も
重
要

な
霊
山

（も
ち
ろ
ん
大
山
）
を
遥
拝
し
な
が
ら
移
動
で
き
る
尾
根
筋
の
行
所
を

比
定
し
て
行
く
と
、
そ
れ
が
、
大
山
北
尾
根
～
札
掛
～
表
尾
根
～
蛭
ヶ
岳

（こ

こ
だ
け
は
大
山
遥
拝
は
不
可
能
だ
が
）
と
い
う
、
大
山
山
頂
を
基
点
に
し
て
丹

沢
山
地
を
時
計
回
り
に
回
峰
す
る
修
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
ま
た
、

そ
れ
は
近
世
の
日
向
修
験
と
連
続
す
る
空
間
認
識
の
存
在
を
う
か
が
わ
せ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の

『大
山
縁
起
』
の
聖
域
空
間
を
概
念
図
に
し
た
も
の
が

【図

二
】
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
後
半
部
Ｂ
が
記
す
行
所
は
こ
の
段

階
で
は
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

四

『今
大
山
縁
起
』
と
塩
川
の
谷

愛
川
町
半
原
に
今
大
山
不
動
院
清
瀧
寺
と
い
う
大
山
と
同
じ
由
緒
伝
承
を
持

つ
山
麓
の
小
寺
院
が
明
治
二
年
ま
で
あ

っ
た
。
寛
文
五

（
一
六
六
五
）
年
に
編

集
さ
れ
た
こ
の
寺
の

『今
大
山
縁
起
』
に
は
、
過
去
に
大
山
か
ら
こ
こ
に
拠
点

を
移
し
た
宗
教
者
の
存
在
を
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
縁
起
は
寺
の
周
辺

を
聖
域
と
し
て
詳
細
な
地
形
表
現
で
説
明
し
て
い
る
。

以
下
が

『今
大
山
縁
起
』
の
地
形
説
明
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。

「為
寺
院
四
辺
之
状
也
、
東
者
有
塩
竃
之
滝
、
七
丈
有
余
而
、
飛
流
直
下
這

曝
瀑
布
、
是
名
金
剛
滝
、
常
対
胎
蔵
界
之
滝
、
西
者
有
明
王
嶽
、
八
紘
笈
山

業

（義
）
而
、
乍
客
、
抜
地
擬
盆
怒
、
是
処
応
述
云
、
降
恒
御
明
王
之
安

座
越
起
、
望
法
華
方
等
之
異
石
、
花
巌
般
若
之
琴
直
顕
、
初
当
鷲
嶺
鹿
園
之

儀
盤
恒
、
顧
北
天
照
大
神
之
皇
宮
勧
請
、
神
社
之
方
載
、
是
均
見
説
勢
州
清

浄
之
地
焉
、
曽
亦
広
林
之
山
頭
山
長
、
号
如
龍
臥
峯
峙
号
似
虎
躍
、
清
風
徐

吹
明
月
斜
来
、
風
雅
之
道
自
封
臭
、
彼
滝
下
安
飛
滝
権
現
之
鎮
座
、
紋
神
祠

於
丹
塗
琢
、
社
檀
於
瑞
籠
、
霊
徳
卓
が
、
機
激
則
利
見
威
粛
、
魏
然
然

（然
）

而
人
感
則
垂
象
、
又
有
高
岩
、
岩
下
有
仙
窟
、
別
真
之
所
、
都
塵
埃
相
去
、

六
情
巨
及
、
鈴
音
響
干
朝
夕
、
蕨
音
通
千
山
川
、
聞
之
者
驚
無
明
昏
夜
、
信

之
者
払
身
心
有
為
塵
焉
、
其
外
霊
石
燦
然
而
、
表
五
仏
之
尊
容
、
凡
是
如
来

有
応
之
処
、
山豆
在
干
異
処
乎
、
十
手
所
指
、
十
日
所
視
、
無
蓋
壮
観
」

（『今
大
山
縁
起
』
　

神
奈
川
県

『神
奈
川
県
史
　
資
料
編
８
近
世

（５
下
）』

神
奈
川
県

一
九
七
九
　
他
）

こ
の
縁
起
を
読
ん
だ
時
に
、
筆
者
は
デ
ジ
ャ
ブ
の
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
た
こ

と
を
記
憶
し
て
い
る
が
、　
一
年
ほ
ど
た
っ
て
か
ら
、
な
ぜ
そ
う
感
じ
た
か
に
気

付
き
納
得
し
た
。
つ
ま
り
、
『大
山
縁
起
』
と

『今
大
山
縁
起
』
が
も
と
は
共

通
の
地
形
説
明
テ
ク
ス
ト
を
も
と
に
編
集
さ
れ
た
の
が
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ

る
。

『今
大
山
縁
起
』
で
記
す

「東
者
有
塩
竃
之
滝

【塩
川
の
滝
】
、
七
丈
有
余
而
、
飛
流
直
下
這
曝
瀑
布
、

是
名
金
剛
滝
、
常
対
胎
蔵
界
之
滝
」
は

『大
山
縁
起
』
の

「次
有
瀧
。
名
両
部
瀧
。
阻
山
北
有
瀧
。
瀧
高
七
丈
餘
。
是
篤
金
剛
界
瀧
。

時
々
放
園
光
。
封
胎
蔵
瀧
」
に
対
応
し
て
お
り
、

『今
大
山
縁
起
』
の

「又
有
高
岩
、
岩
下
有
仙
窟
、
別
真
之
所
、
都
塵
埃
相
去
、
六
情
匡
及
、
鈴

音
響
干
朝
夕
」
は

『大
山
縁
起
』
の

「有
高
岩
。
下
有
仙
窟
。
列
具
之
所
都
也
。
有
振
鈴
之
贅
。
今
聞
」
に
、

『今
大
山
縁
起
』
の

「其
外
霊
石
燦
然
而
、
表
五
仏
之
尊
容
」
「望
法
華
方

【経
ヶ
岳
】
等
之
異
石

【経
石
】、
花
巌
般
若
之
琴

【経
ヶ
岳
～
華
厳
山
】
直
顕
」
は
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『大
山
縁
起
』
の

「有
岩
窟
。
亦
有
霊
石
。
表
五
佛
形
。
或
華
厳
般
若
峰
。
或
法
華
方
等
異
岩
」

に
対
応
し
て
い
る
。
（※
【
　
】
は
現
在
の
比
定
地
）

つ
ま
り
、
『大
山
縁
起
』
の
行
者
道
テ
ク
ス
ト
Ｂ
は
、
現
在
の
仏
果
山

・
塩

川
の
滝

。
経
ヶ
岳

・
華
厳
山

一
帯
を
行
場
と
し
て
説
明
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
両
縁
起
に
記
さ
れ
て
い
る

「法
華
方
」
は
、
現
在
も

「法
華
峰
」

（ほ
っ
け
ぼ
う
）
と
表
記
さ
れ
小
字
名
や
林
道
名
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
『大
山
縁
起
』
で
は

「両
部
瀧
」
と
し
て
複
数
の
滝
を
説
明
し
て

い
る
。
果
た
し
て
、
探
し
に
行
く
と
、
塩
川
の
滝
以
外
に
そ
れ
に
匹
敵
す
る
ほ

ど
の
大
滝
が
二
つ
存
在
し
、
地
元
の
伝
承
地
名
で
金
剛

・
胎
蔵
両
界

（両
部
）

の
名
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
つ
た
。

人
菅
修
験
の
山
伏
も
春
の
峰
に
お
い
て
こ
の
塩
川
の
谷
か
ら
山
岳
科
撤
に
入
っ

て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
こ
の
塩
川
の
谷
を
山
岳
マ
ン
ダ
ラ
の
出
入
口
と
み
な
す

共
通
の
空
間
認
識
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
分
析
か
ら
比
定
し
た
大
山
修
験
の
回
峰
行
場
想
定
図
が

【図
三
】
で

あ

る
。

五
　
中
世
の
丹
沢
山
岳
マ
ン
グ
ラ

黒
田
俊
雄
氏
の
顕
密
体
制
論
以
降
、
中
世
仏
教
研
究
は
大
き
く
様
変
わ
り
し

た
。
特
に
、
か
つ
て
常
識
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
た

「鎌
倉
新
仏
教
」
は
、
中

世
前
期
に
お
い
て
は
少
数
派
に
過
ぎ
ず
、
中
世
前
期
は
あ
く
ま
で
も
八
宗
体
制

（南
都
六
宗

＋
天
台

・
真
言
）
・
顕
密
体
制
の
時
代
で
あ

っ
た
こ
と
が
、
中
世
寺

院
組
織
の
研
究
等
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
全
国

山
岳
寺
院
の

一
山
組
織
の
中
で
、
平
安
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
、
「堂
衆
」

（華

衆

。
花
衆

・
夏
衆

・
承
仕
な
ど
、
各
寺
院
の
職
能
に
よ

っ
て
呼
称
が
違
う
）
ク

ラ
ス
の
宗
教
者
を
中
心
に
修
験
化
が
進
み
、
熊
野
信
仰
の
隆
盛
を
背
景
に
、
峰

入
り
儀
礼
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

峰
入
り
儀
礼
の
成
立
は
、
そ
の
山
岳
寺
院
に
と

っ
て
重
要
な
霊
山

・
山
域
に

山
岳

マ
ン
ダ
ラ
を
描
く
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
宗
教
的
な
空
間
認
識
と

峰
入
り
儀
礼
は
表
裏

一
体
の
も
の
で
あ
る
。

【図

一
】
「
八
菅
修
験
と
日
向
修
験
の
行
者
道
」
と

【図
三
】
「大
山
修
験
回

峰
行
場
想
定
図
」
で
示
し
た
よ
う
に
、
大
山
寺
修
験
に
は
近
世
の
八
菅
や
日
向

の
行
者
道
を
包
括
す
る
丹
沢
山
地
広
域
に
わ
た
る
行
場
空
間
の
認
識
が
あ

っ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
空
間
認
識
は
丹
沢
山
麓
の
修
験
集
団
に

共
有
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
「横
の
ベ
ク
ト
ル
」
と
尾
根
筋
か
ら
構
成
さ

れ
る
修
行

エ
リ
ア
で
は
、
山
麓
の
各
修
験
集
団
が
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
山
岳

マ
ン

ダ
ラ
と
ル
ー
ト
の
設
定
を
し
た
例
は
な
い
。
（※
【表

一
】
参
照
）

そ
し
て
、
中
世
前
期
に
は
、
こ
の
修
行
空
間
の
出
入
り
口
を
東
南
の
大
山
、

東
北
の
塩
川
の
谷
と
し
、
大
山
に
向
け
て
徐
々
に
標
高
を
上
げ
る
東
丹
沢
が
胎

蔵
界
マ
ン
ダ
ラ

・
春
の
峰
、
標
高
の
高
い
ピ
ー
ク
と
ア
ツ
プ
ダ
ウ
ン
が
連
続
す

る
表
尾
根

・
主
脈
が
金
剛
界
マ
ン
ダ
ラ

・
秋
の
峰
と
す
る
空
間
認
識
が
当
初
あ

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

六
　
お
わ
り
に

地
方
霊
山
に
お
け
る
行
者
道
踏
査
に
は
多
く
の
困
難
が
あ
る
。
ま
ず
、
文
字

テ
ク
ス
ト
史
料
が
畿
内
に
比
べ
て
極
端
に
少
な
い
。
そ
れ
に
、
神
仏
分
離

・
修

験
道
廃
止
令
時
の
山
伏

の
還
俗
等
に
よ
り
掛
数
修
行

の
伝
統
は
途
絶
え
て
い

る
。
か
つ
て
の
信
仰
対
象
物
も
破
壊
や
盗
難
に
よ

っ
て
多
く
は
失
わ
れ
た
。
林

業
生
産

・
植
林

・
観
光

・
採
石
に
よ
る
山
の
開
発
、
地
震
や
風
化
に
よ
る
山
道

や
景
観
の
変
化
も
大
き
い
。
山
岳
宗
教
に
対
し
て
は
学
校
教
育
で
取
り
上
げ
ら
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れ
る
こ
と
も
少
な
く
、
歴
史
研
究
者
や
地
方
史
家
の
中
に
も
誤
解
と
無
理
解
が

ま
か
り
通
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

し
か
し
、
全
く
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
山
岳
宗
教
史
研

究
や
寺
社
縁
起
研
究
の
分
野
で
の
、史
料
に
対
す
る
ま
な
ざ
し
の
変
化
で
あ
る
。

ま
た
、
考
古
学
に
よ
る
研
究
成
果
は
、
古
代
山
林
修
行
と
中
世
の
修
験
行
場
と

の
連
続
性
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
る
。
従
来
の
自
治
体
単
位
の
地
方
研
究
を
超

え
た
視
点
を
持
て
ば
、
山
域

・
山
麓
を
広
域
に
と
ら
え
直
す
こ
と
も
で
き
る
は

ず
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
埋
も
れ
た
テ
ク
ス
ト

・
遺
物
の
発
見
の
可
能
性

が
ま
だ
あ
り
う
る
こ
と
に
も
ぜ
ひ
触
れ
て
お
き
た
い
。
（も
し
新
し
い
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。）
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【表一】 中世寺社縁起に表れた空間認識モデル

座標軸 空間認識のモデル 顕著な例

修行集団の拠点

とネットワーク

それぞれが修行集団を持つ複数の聖地のネットワークから構成された入峰空間 大峰、葛城

修行集団の拠点を始点に聖地を巡る入峰空間 笠置、自山、富士山、走湯山

人里との距離 人里に近い聖地で結ばれ巡礼的要素も含む入峰空間 葛城、走湯山

人里から離れた山中を中心に構成された入峰空間 大峰、自山、富士山

縦のベクトルと

横のベクトル

アップダウンと横のベクトルから構成される入峰空間 大峰、葛城、笠置、走湯山

山頂にある最高の聖地への登拝(禅定・禅頂)を最も重視する入峰空間 白山、富士山

山と海 尾根道上とその周辺の聖地 大峰、葛城、笠置、自由

辺地 走湯山・伊豆、江ノ島

仏教的空間認識 両界曼陀羅または三部曼陀羅 大峰、笠置、走湯山、江ノ島

法華曼陀羅の図像をイメージした両界曼陀羅 富士山

法華経二十八品 葛城

三仏 (=三神)の聖地 白山

浄土 (補陀落、兜率天) 大峰、笠置、走湯山

地獄 ※

ここにあげたモデルはあくまでも縁起中の空間認識の要素から抽出した理念型であって、全て

がすっきりと分類 されるわけではない。なお、※地獄については立山・箱根山・走湯山等の信

仰史から考えて、一つのモデルとして取り上げておきたい。
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【図二】『大山縁起』の聖域空間概念図 【図一】八菅修験と日向修験の入峰空間

↓

【図三】大山修験回峰行場想定図 (16km× 16km)
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